情報基礎Ａ(6/13 第9回) Linuxを使う

○Linux OS上でできるプログラミング　－留意事項－
　人間がちょっと気を利かせれば解決する問題でも、コンピュータではそうはいかない。プログラミングは全く融通の利かない代物である。人間なら多少の誤字脱字でもメッセージを理解することが可能であるけれども、プログラムではスクリプトが正確に記述されないと、コンパイルできなかったり、コンパイルできても望むところの動作をしないなど、コンピュータには全く理解されないのである。

　プログラムミスを見つける作業をデバックと呼ぶ、bug(虫)を除くという意味である。但しその世界では、構文のミス(Syntax Error)など問題外であり、実際のデバッグとは文法上合っていても、プログラムの論理が正しくない点を修正するという意味である。

演習１：ショートプログラムを作ろう

１．フロントパネルより“テキストエディタ”を開く．

２．以下を入力する．

#include <stdio.h>

int main(void)

{

printf("Hellow, World!\n");

printf("こんにちは\n");

printf("お元気ですか？\n");
return 0;

}

３．“別名保存”にて“test.c”として保存．

４．端末エミュレータ画面を開く．

５．“gcc test.c” と入力(コンパイル)する。

６．“ls -al” にて”a.out”というファイルが出力されていることを確認．

７．“a.out”と入力．

コンパイル(compile)について

 声帯は‘言葉’を発する器官ではない。音響もしくは空気振動を発生する器官である。音を感ずる鼓膜などの聴覚器や神経受容器は‘言葉’を聴くものではない。あくまで空気の振動波形センサーである。会話とは、人の頭脳が言語情報を空間に伝導させるために、音響信号に翻訳、すなわち“コンパイル”する作業に他ならない。先週のビデオで紹介されたように、コンピュータが実際に理解できるのは０と１の二進数のマシン語でしかない。ちなみに”コンパイル”(compile)と言う意味はもともと書籍の編集と言う意味であるが、このシソーラスにはcomposeが照会される。音を紡ぐという言葉と類似しているという点では、その言葉の由来には上記の様な概念が込められているのかもしれない。

演習２：間違いなくキー入力しよう：演習１と同じ手順で以下のコードを入力する－誤りやすいキーに注意して入力－。入力後に新たなファイル名でセーブ、コンパイルし実行する。

#include <stdio.h>

int main(void)

{

int i;

printf("hello world\n");

printf("value is %d\n", 10);

printf("value is %d\n", 10 + 1);

i = 14;

printf("value is %d\n", i);

i = 29;

printf("value is %d\n", i);

printf("value is %d\n", i + 2);

printf("value is %d\n", i);

i = i + 1;

printf("value is %d\n", i);

return 0;

}

演習３：計算プログラム

#include <stdio.h>

int main(void)

{

int Data1, Data2;

int Add, Sub, Mul, Div, Rem;

scanf("%d %d", &Data1, &Data2);

Add = Data1 + Data2;

Sub = Data1 - Data2;

Mul = Data1 * Data2;

Div = Data1 / Data2;

Rem = Data1 % Data2;

printf("%d %d\n", Data1, Data2);

printf("%d %d %d %d %d\n", Add, Sub, Mul, Div, Rem);

return 0;

}
○よく使う端末コマンド：「ls –al;ファイルとディレクトリの表示」「cp;”複写元”から”複写先”にコピー」「cd;ディレクトリ階層の移動」

